
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
位
取
得
後
に
国
内
外

の
大
学
院
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
ま
す
」（
髙
橋
学
長
）

少
人
数
な
ら
で
は
の
支
援
体
制
と

学
生
の
意
欲
に
応
え
る
環
境
を
整
備

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
も
少
人
数
制

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
の
専
門
資
格
を
持
つ
職
員
が
10
名
以

上
常
駐
し
て
個
別
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
前
に
３
年
生
全

員
と
面
談
を
実
施
。
学
生
が
主
体
的
に
進

路
決
定
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
、
あ
る
意

味
で
〝
手
間
を
か
け
過
ぎ
〞
な
ほ
ど
の
充

実
ぶ
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
環

境
を
学
生
が
理
解
し
て
存
分
に
活
用
し
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
学
生
と
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
面
談
件
数
は
、

１
カ
月
平
均
で
延
べ
５
０
０
件
以
上
、
個

別
相
談
の
利
用
経
験
者
は
全
学
生
の
91
％

に
の
ぼ
り
ま
す
。
利
用
者
の
平
均
利
用
回

数
は
８
回
と
、
多
く
の
学
生
が
繰
り
返
し

相
談
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」

（
髙
橋
学
長
）

髙
たか

橋
はし

徳
のり

行
ゆき

学長
1980年慶應義塾大学経済学部卒業。
98年バブソン大学経営学修士課程修了
（MBA）。専門分野はアントレプレナー
シップ。武蔵大学経済学部教授、経
済学部長、副学長を経て2022年より
現職。

　武蔵大学は、近代日本を代表する実業家・政治家、根津
嘉一郎（初代）が1922（大正11）年に開校した、日本
初の私立七年制高等学校である、旧制武蔵高等学校をルー
ツとしています。建学の理想に掲げられた「自ら調べ自ら
考える力ある人物」を育む場として、開学時から続く少人
数制のゼミナール教育が今も受け継がれ、「ゼミの武蔵」
としてその名が知られています。
　2022年には学園100周年を迎え、国際教養学部やリ
ベラルアーツ＆サイエンス教育センターの設置、データサ
イエンス科目の充実化など、次代を見据えたグローバル教
育や文理融合教育の改革を推進。高度な専門性と学際的な
知見、行動力を磨き、世界を生き抜く力を備えたグローバ
ルリーダーの育成をめざします。

世
界
を
生
き
抜
く
力
を
磨
く
「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」

総
合
知
と
実
践
力
で
地
球
規
模
の
課
題
に
挑
む

武蔵大学
〒176-8534　東京都練馬区豊玉上１-26-１　アドミッションセンター　TEL 03-5984-3715　https://www.musashi.ac.jp/

自
主
性
や
多
様
な
視
点
を
育
み
、

専
門
性
を
高
め
る
少
人
数
制
ゼ
ミ

　

大
学
通
信
が
調
査
し
た
『
進
路
指
導
教

諭
が
勧
め
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
』

（
２
０
２
４
年
度
）
に
お
い
て
、「
小
規
模

だ
が
評
価
で
き
る
大
学
」
で
８
年
連
続
の

首
都
圏
１
位
、「
面
倒
見
が
良
い
大
学
」

で
15
年
連
続
の
首
都
圏
１
位
に
輝
い
た
武

蔵
大
学
。
こ
の
ほ
か
複
数
の
項
目
で
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
大
学
の
最
大
の
特
長
は
、
徹
底
し

た
少
人
数
教
育
に
あ
り
ま
す
。
旧
制
高
等

学
校
時
代
か
ら
受
け
継
ぐ
「
建
学
の
三
理

想
」
を
体
現
す
る
場
と
し
て
、「
ゼ
ミ
」

を
教
育
の
基
盤
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
本
学
は
、
ゼ
ミ
や
少
人
数
形
式
の
授

業
を
全
学
で
４
年
間
履
修
し
ま
す
。
そ
の

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
活
発
な
議
論
を
通

し
て
視
野
を
広
げ
な
が
ら
、
研
究
テ
ー
マ

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
専
門
性
を
高
め

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
講
義
型
の

授
業
で
は
難
し
い
丁
寧
な
指
導
が
可
能
で

す
。
自
由
度
が
高
く
、
学
生
の
知
的
好
奇

心
に
応
え
る
柔
軟
な
指
導
が
で
き
ま
す
の

で
、
最
先
端
の
事
例
な
ど
も
交
え
な
が
ら

学
び
を
深
め
て
い
け
る
の
で
す
」
と
、
髙

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を
学
べ
る
科

目
な
ど
、
複
眼
的
に
物
事
を
考
え
る
力
を

養
う
科
目
群
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
」
を
設
置
。
統
計

学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
基
礎
を
習

得
し
た
上
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
方
法

論
や
企
業
な
ど
で
の
デ
ー
タ
活
用
の
実
際

ま
で
、
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
し
て
は
、

今
後
は
各
学
部
の
特
長
を
生
か
し
た
授
業

を
展
開
し
ま
す
。
例
え
ば
、
経
済
学
部
の

金
融
学
科
の
学
び
は
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

と
密
接
不
可
分
で
す
し
、
社
会
学
部
で
も

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
の
親
和
性
が
高
い

領
域
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
各
学
部
で

の
学
び
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
同
セ
ン

タ
ー
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科

目
な
の
で
す
」（
髙
橋
学
長
）

Ｐ
Ｄ
Ｐ
な
ど
、
世
界
を
舞
台
に

学
び
を
深
め
る
国
際
教
養
学
部

　

２
０
２
２
年
に
開
設
さ
れ
た
国
際
教
養

学
部
は
１
学
科
２
専
攻
。
経
済
経
営
学

（
Ｅ
Ｍ
）
専
攻
は
、
武
蔵
大
学
の
学
位
と

並
行
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
経
済
経
営
学

士
号
あ
る
い
は
経
済
学
士
号
の
取
得
を
め

ざ
す
パ
ラ
レ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）
を
軸
に
、
少
人
数
で
行

う
質
の
高
い
授
業
を
展
開
。
日
本
に
い
な

橋
徳
行
学
長
は
語
り
ま
す
。

　

１
ゼ
ミ
あ
た
り
の
学
生
数
は
約
13
名
。

少
人
数
の
た
め
教
員
と
他
の
学
生
と
の
距

も
近
く
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

で
自
主
性
や
課
題
解
決
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
養
わ
れ
ま
す
。

　
「
所
属
す
る
学
部
の
垣
根
を
越
え
て
学

生
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
企
業
が
提
示
す

る
課
題
に
取
り
組
む
『
学
部
横
断
型
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
も
、
学
生
の

視
野
を
広
げ
る
特
徴
的
な
授
業
で
す
。
た

だ
し
、
初
め
か
ら
多
角
的
で
高
度
な
議
論

を
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
所
属
学

部
で
培
っ
た
知
識
を
最
大
限
に
生
か
し
て

意
見
を
発
信
す
る
過
程
で
新
た
な
気
づ
き

を
得
な
が
ら
課
題
を
整
理
・
集
約
し
、
議

論
を
深
め
て
解
決
策
を
導
き
出
す
こ
と
が

目
的
で
す
。
本
学
は
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
全
学
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
や
す
く
、
学
生
間
の
〝
化
学

反
応
〞
が
起
こ
り
や
す
い
恵
ま
れ
た
環
境

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
髙
橋
学
長
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
を
設
置

横
断
的
・
学
際
的
な
学
び
を
拡
充

　

武
蔵
大
学
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

な
ど
文
理
融
合
教
育
の
充
実
化
も
図
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
拠
点
と
な
る
「
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
＆
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
専
門
知
と
専
門
知
を
融
合
さ
せ
、

新
た
な
知
を
生
み
出
す
『
総
合
知
』
を
養

う
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
各
学

部
が
提
供
し
て
い
た
科
目
を
一
元
管
理
し
、

新
た
な
全
学
科
目
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
設
計
し
ま
し
た
。
経
済
学
や
社
会
学
な

ど
他
学
部
の
学
び
に
触
れ
ら
れ
る
科
目
や
、

ミニオープンキャンパス
令和6年（2024年）11月16日（土）開催
詳細は大学Webサイトをご確認ください。

2025年度　武蔵大学の一般選抜
〇全科目の回答方法はマークシート方式
〇試験日の異なる入試はすべて併願可能
〇併願割引を実施

【全学部統一型】
・１回の試験ですべての学部学科専攻に出願可能。
【全学部統一グローバル型】
・ 指定の英語資格・検定試験（４技能）のスコ
アを得点化。
・試験当日の英語の試験はなし。
・１回の試験ですべての学部学科専攻に出願可能。
【個別学部併願型】
・同一試験日における学科専攻併願が可能。

大学入学共通テスト方式
【前期日程】
・３科目入試
・すべての学部学科専攻に出願可能。
【後期日程】
・２科目入試
・すべての学部学科専攻に出願可能。

（※） 新２号館
　2025年完成予定の新２号館は、日本を代表す
る建築家、隈研吾氏の設計。５階建てとなり、
分野横断的な知をつなぐ、食と情報をつなぐ、
街路と広場をつなぐ、など「つなぐ」ことで生
まれる一体感や学生の交流・協働・連携を促進
する。SDGsにも配慮した屋内外一体のデザイ
ンでイベントホールとしても利用可能。

が
ら
世
界
水
準
の
経
済
・
経
営
学
の
知
見

を
身
に
つ
け
、
高
い
英
語
力
と
教
養
、
統

計
分
析
の
手
法
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
９
月
か
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
大

学
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
学
位

取
得
も
め
ざ
せ
る
よ
う
、
現
在
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｓ
）
専
攻
で
は
、
国
境
を

越
え
て
人
や
情
報
が
行
き
交
う
中
、
高
度

な
語
学
力
を
養
う
と
と
も
に
、
国
際
関
係
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
の
側
面
か

ら
学
際
的
に
学
び
を
深
め
ま
す
。
さ
ら
に

留
学
や
異
文
化
体
験
を
通
し
て
、
地
球
規

模
の
課
題
と
向
き
合
う
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
本
学
と

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
位
を
取
得
し
た
学
生

が
40
名
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
２
０
２
３

年
度
は
、
過
去
最
多
の
14
名
の
学
生
が
ロ

ン
ド
ン
大
学
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
が
、

学
部
開
設
か
ら
３
年
目
を
迎
え
、
今
後
さ

ら
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。
国
際
機
関
を

は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
と

い
う
目
標
が
あ
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
海

外
大
学
の
学
位
は
有
利
に
働
き
ま
す
し
、

武蔵大学　

新学生寮（大学から徒歩１分）

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
学
生
の
学
び
に
対

応
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
秋
に
は
新

学
生
寮
が
、
２
０
２
５
年
に
は
新
２
号

館
  （※）

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
「
新
学
生
寮
は
、
外
国
人
留
学
生
30
名

と
国
内
の
学
生
10
名
ほ
ど
の
入
寮
者
を
想

定
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
留
学
生
と
の
交

流
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に

も
注
力
す
る
方
針
で
あ
り
、
今
後
は
欧
米

な
ど
の
先
進
国
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
を
含
め
た
地
球
全
体
を
意
識
し
な

が
ら
学
生
が
自
分
の
立
ち
位
置
や
役
割
を

考
え
て
い
け
る
よ
う
、
語
学
教
育
や
留
学

制
度
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

本
学
は
、
学
生
に
何
ら
か
の
意
欲
が
生

ま
れ
た
と
き
に
、
い
つ
で
も
応
え
ら
れ
る

環
境
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
、
大
学
の
果

た
す
べ
き
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
年
間
の
ゼ
ミ
や
学
部
横
断
ゼ
ミ
も
そ
う

で
す
が
、
日
常
と
は
違
う
社
会
の
現
実
や
、

企
業
が
取
り
組
む
社
会
的
な
課
題
と
向
き

合
う
こ
と
で
問
題
意
識
を
高
め
、
自
ら
の

目
標
設
定
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
学
習

機
会
を
豊
富
に
設
け
て
い
ま
す
。
受
験
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
多
様
な
学
び
に
あ

ふ
れ
た
本
学
に
入
学
し
、
自
ら
を
突
き
動

か
す
学
び
の
エ
ン
ジ
ン
に
火
を
つ
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」（
髙
橋
学
長
）

099 卓越する大学 武蔵大学 098

大講堂

【右】外国籍の教員が多数在籍する国際教養学部グローバルスタディーズ専攻
【左】キャリア支援センターでの全員面談（上）／各学部で学びの成果を発表する場が用意されている（下）
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